
 

 

様式第３ 

会  議  録 

会   議   名 
令和４年度 野田市自立支援・障がい者差別解消支援地域協議

会 第２回就労支援部会（専門部会） 

議題及び議題毎の

公開又は非公開の

別 

議題 

1 就労施設等事業・販売物品パンフレットについて 

2 優先調達について 

3 その他 

日       時 
令和５年２月 28日（火） 

午前 10時から午前 11時まで 

場       所 野田市総合福祉会館２階 第１会議室 

出 席 委 員 

副会長 加藤 満子 

部会長 田中 愛   副部会長 工藤 達 

小島 朋美       下川 典子 

鈴木 めぐみ      永井 幸子 

中野 徹也       内藤 鉄也 

日向 直子       藤澤 洋一 

丸山 絵理子      村山 保 

北山 佳祐 

欠 席 委 員 

金子 綾        歌門 秀樹 

金城 和子       篠﨑 紀政 

高橋 みどり      田中 大介 

千田 照        戸上 友彦 

並木 徹        藤井 美智子 

白石 光孝 

傍 聴 人 １名 

事   務   局 

山﨑 優（障がい者支援課相談支援係長） 

田中 邦将（障がい者支援課相談支援係主事） 

日下 水樹（障がい者支援課計画係主査） 

議   事 

令和４年度 野田市自立支援・障がい者差別解消支援地域協議会

第２回就労支援部会（専門部会）の会議結果（概要）は、次の

とおりである。 
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【開会】 

 

令和５年２月 28 日午前 10 時、開会した。会議録作成のため

録音機を使用することの了解を得た。 

 新しく委員に加わった地域活動支援センターそらいろの村山

委員に御挨拶いただく。 

 

 令和元年４月より開所。野田特別支援学校卒業生と、一般就

労しながら空いている日に利用してもらい、登録者は 15名に達

する。トイレットペーパーの包装作業などの内職、野菜の栽培

等を行う。 

 

【議題１ 就労施設等事業・販売物品パンフレットについて】 

障害者優先調達法に基づく物品調達推進の一環として、各事

業所が提供できるサービス等を紹介するため、令和元年度の就

労支援部会で議題にし、皆様に御協力いただき作成したもの。

最新のものに更新し、ホームページに掲載するため御協力お願

いしたい。 

 

事務局の説明に対し、質問はあるか。 

 

 どのような手順で進めていくのか。 

 

 各事業所にメールでデータを送り、それに回答してもらう。 

 

 就労支援事業所の作成した物品を市役所で展示しているが、

ここにいる皆様の中には参加されていない方もいらっしゃるた

め、是非紹介してほしい。 

 

障害者就労施設の活動を知ってもらうために、毎年 12月の障

害者週間に合わせて作った物を展示している。その後、こころ

の作品展という名前に変え、精神障がいに関する活動を知って

もらうために、就労施設で作られた物に加え、市内精神科病院

のデイケアで作られた物を展示している。 

 このパンフレットについても考え方は同じで、活動を市民に

周知すると同時に、次の議題にもつながるが、作業を委託する

ための判断材料にしていただくために作成している。 

 

【議題２ 優先調達について】 

 優先調達とは、障がいのある方が就労によって経済的な基盤

を確立し、自立した生活を送るためには、障がい者雇用を推進

するとともに、障がいのある方が就労する施設の仕事を確保す
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ることが重要になることから、国及び地方公共団体は、物品や

役務を調達するに当たっては、優先的に障がい者就労施設等か

ら調達するよう努めるとする理念をいう。 

野田市における実績は、令和３年度の契約額ベースで

2,522,855 円となっており、内訳はトイレットペーパーやお弁

当の納品等の物品調達が 665,000 円、施設清掃等の役務の提供

が 1,857,855円となっている。 

令和４年度は、現時点での見込額にはなるが、物品調達が

663,500 円、役務の提供が 1,883,143 円で、令和３年度実績と

おおむね近い見込みとなっている。 

本部会が関係する優先調達の取組として、令和３年度から庁

内のトイレットペーパーをお願いしている。当時、就労支援部

会ではなかった「そらいろ」様と就労支援部会の４事業所で始

まった。令和３年度の納品実績は 18,400個で、今年度は 18,000

個となる見込み。来年度についても、今年度と同じ数量を見込

んでいる。「そらいろ」様については、扱う数量が多いため、

単独で仕入れているが、他の事業所については、就労支援部会

として主に部会長が仕入れや納品日の調整等を行う。仕入単価

を下げるため、半年に１回まとめて発注をし、各事業所に割り

振って保管してもらっている。 

 

 事務局からの説明に対し、意見はあるか。 

 

 前回の就労支援部会のときにも少し話題になったが、部会長、

副部会長が変わったことによって、就労支援部会として優先調

達のトイレットペーパーのやり方を皆様が分かるようにするこ

とも大切かと思う。契約の中で具体的な内容を書面化すること

が必要と考えている。トイレットペーパーに関して就労支援部

会長が代表で発注し、事業所に振り分けるという流れでやって

いる。トイレットペーパーについては、営繕課が担当になると

思うが、書面での記録が足りていないと思う。就労支援部会が

継続的にトイレットペーパーの業務委託を受けるのならば、仕

様書や見積書を分かるように残した方が良いと思うが、事務局

としてはいかがか。 

 

 参加されている事業所と営繕課で直接やり取りしていただい

ているが、見積書は残されていると思う。記録は残していない

のか。 

 

 私が一括して発注を掛け、地域活動支援センターのぞみに納

品してもらい、そこに取りにきてもらった。新たにそらいろも

加わるなら、改めて発注について整理する必要があると工藤副

部会長と相談をしていた。 
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 トイレットペーパーの優先調達については、障がい者支援課

の関わりが薄く、うまく意思疎通ができていなかった。納品数

量など直接事業所に相談が来てしまうといった経緯があったの

で、福祉部長と障がい者支援課長と話合いをし、窓口を就労支

援部会の副部会長に担当していただくこととなった。今後きち

んと共通理解するためにシステム作りをする。薄利多売の状況

下で、まだまだ市の施設においてもトイレットペーパーを使っ

ていただけていないところもあるので、自立支援協議会の役目

としてそれを拡大しましょうと話を進めている。 

 

 確かに営繕課と部会長で直接やり取りをしていただいて、事

務局として現状トイレットペーパーの納品をどのようにしてい

るのかを把握できてないところがあった。今後何かしら記録と

して残る形で情報共有ができるようなシステムがあれば良いと

思う。 

 

 前任からうまく引継ぎができなくて、皆様にも混乱を招いて

しまった。今後、工藤副部会長を中心としてしっかりと調整し

て行う。 

 他に何か意見はないか。 

 

【議題３ その他ついて】 

 今までのことや、今後議題にしたいこと、報告事項等はある

か。 

 

 農福連携の体験会についての報告。来週の３月６日、７日の

11 時から 12 時の１時間、計２時間で農福連携の活動を実施す

る。話を頂いたときに、実施する上で一番課題となる農園と事

業所との距離の問題だが、事業所から徒歩圏内で条件が良いオ

リナス野田に協力いただき、仕事を受けていただいた。駐車ス

ペースに余裕があるため、見学を御希望の方は御連絡いただき

たい。 

 先日、ＪＡちば東葛から話を頂き、農園の方から「なかなか

社会に入れていけない若者たちを雇用したい」と相談を受け、

お試しノウフクを紹介した。また、別の方からも農福連携につ

いて興味を持たれている方がおり、来週お会いする予定で、市

内で興味を持たれている方が増えている。 

 あすなろ職業指導所が６月から施設外就労で農園と契約して

いるが、今年度末まで延長となった。来年度も契約することと

なっており、ここまで継続している例は他の地域では余り見な

い事例となっている。 
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 他にあるか。 

 なければ最後に事務局よりお願いする。 

 

 部会の終わりに、野田市からのお願いということでお話させ

ていただく。ふだん直接支援に当たっていただいている皆様に

我々から支援に際しての心構えのようなことを説くのは大変お

こがましいことだが、大切なことなので、今回も少しお話させ

ていただきたい。 

千葉県の研修資料の中に、分かりやすい例があったため、紹

介したい。 

 

＝資料に沿って、氷山モデルについて説明＝ 

 

 最後に次回の開催予定だが、本年度の開催予定は一応終了と

なる。次回の日程は現在調整中のため、事前に開催通知等で御

案内する。 

 また当部会におきまして協議したい内容、あるいは報告した

い事案等があれば事務局まで御連絡いただきたい。 

 

 午前 10 時 30 分、閉会を宣言した。 

 


